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いったい
なんのまねで？
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完全に菱雲明な糸を
発明しおのC 平

そりゃ
よかったじゃありませんが

どうL てです？

よくないの

完全にもつれて右, ろのじゃ
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な
い
Ⅳ
頭
の
酪
舵
を
畑
番
目
の

一
頭
を
加
え
て
艶
、
艶
、
払
に

遺
産
分
割
を
す
る
ア
ラ
ビ
ア
の

ぐ
う
話
を
も
と
に
、
水
谷
貞

雄
、
斉
藤
美
和
、
水
原
英
子
ら

が
出
演
。
演
出
は
若
杉
光
夫
。

☆
ウ
ォ
ル
タ
ー
ミ
テ
ィ
に
さ
よ

な
ら

１
月
９
日
（
土
）
塑
時
、
日
（
日
）
鱈

時
ピ
ッ
コ
ロ
シ
ア
タ
ー
６
０
０
円

笛

☆
Ⅷ
美
へ
の
招
待

１
月
９
日
（
日
）
１
２
月
皿
日
（
日
）
水

碓
日
休
館
（
祝
日
開
館
）
西
宮
市
大
谷
記

念
美
術
館
一
般
５
０
０
円
大
高
生
４

０
０
円
中
小
生
３
０
０
円

新
春
は
美
と
の
対
話
か
ら
ｌ

大
谷
記
念
美
術
館
の
所
蔵
品
を

中
心
に
、
第
１
部
海
外
作
家
の

作
品
、
第
２
部
近
・
現
代
の
屍

風
絵
、
第
３
部
兵
庫
県
ゆ
か
り

の
作
家
作
品
の
３
部
構
成
で
約

卯
点
の
優
品
を
展
観
す
る
。
第

ご
篇

シ
ョ
ン
の
伝
ク
ー
ル
ベ
「
眠
る

草
刈
女
」
デ
ュ
プ
レ
「
山
村
風

景
」
な
ど
。
第
２
部
で
は
富
岡

鉄
斎
「
山
水
図
」
を
は
じ
め
と

す
る
扉
風
絵
、
第
３
部
は
小
磯

良
平
、
石
川
龍
彦
、
鴨
居
玲
な

ど
恥
作
家
拠
点
の
秀
作
を
お
楽

し
み
下
さ
い
。

衝
。
。
※

☆
ｎ
Ａ
Ｎ
Ｇ
Ｏ
Ⅷ

１
日
針
日
（
水
）
咽
時
半

ホ
ー
ル
Ｓ
５
０
０
０
円

幽
哩
Ｂ
３
０
０
０
国
牌

水谷貞雄と水原英子カュ
わでＩ、く見真男、
りあ現ソし実が初
きる代ビてをそ老
れ ･ 劇エい発のの

ジョルジュ・ルオー
「サーカスの少女」
し方旧で１
クコ松は部

神
戸
文
化
大

Ａ
４
０
０
０

■

タ
ン
ゴ
ブ
ー
ム
と
言
わ
れ
る
ク
。
ま
た
ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
の
藤

今
、
本
場
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
よ
り
原
啓
子
さ
ん
の
美
し
い
歌
声
と

タ
ン
ゴ
史
上
最
筒
の
バ
ン
ド
ネ
落
語
家
の
桂
小
米
朝
さ
ん
の
お

雪
売
嘩
錯
瀕
し
港
蒜
李
ボ
ホ
狸
話
も
楽
し
め
る
。

蕊
識
馳
識
”

唯
神
秘
些
か
鐸
》
死
韮
手
群
蓉
櫓
躯
》
神
』
》
》
》
蝿
畔
訓
》
蝿
》
》
郡

も
っ
て
、
多
彩
で
豊
か
な
表
現
若
い
男
女
と
初
老
の
男
女
。

韮
》
．
癖
熱
輝
樺
雌
確
認
柚
詑
》
４
人
と
も
そ
れ
ぞ
れ
一
度
は
結

ま
た
、
こ
れ
ら
を
プ
ロ
デ
ュ
ー
婚
生
活
に
傷
つ
き
な
が
ら
、
青

ス
す
る
菅
原
洋
一
の
歌
と
軽
妙
春
と
は
、
人
を
愛
す
る
と
は
ど

も
っ
て
、
多
彩
で
豊
か
な
表
現

と
、
深
い
音
楽
性
を
秘
め
た
タ

ン
ゴ
の
真
髄
が
展
開
さ
れ
る
。

ま
た
、
こ
れ
ら
を
プ
ロ
デ
ュ
ー

ス
す
る
菅
原
洋
一
の
歌
と
軽
妙

な
司
会
も
楽
し
み
。

☆
神
戸
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ッ
ク

ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

ー
月
、
日
（
日
）
皿
時
神
戸
文
化
大
ホ

ー
ル
大
人
１
８
０
０
円
高
校
生
以
下

１
０
０
０
円

新
春
の
恒
例
と
な
っ
た
こ
の

コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
で
は
お
な
じ
み
の
ラ
デ
ッ

キ
ー
行
進
曲
、
続
い
て
楽
し
い

ウ
イ
ン
ナ
ワ
ル
ッ
特
集
。
第
２

ら
れ
な
い
舞
台
や
映
画
の
ワ
ン

シ
ー
ン
が
思
い
出
さ
れ
る
は

ず
。
指
揮
・
朝
比
奈
千
足
。
演

奏
・
神
戸
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ッ

霞
溌

!＝メ

》
出
塑
色
白

新
春
恒
例
に
な
っ
て
い
る
落

語
家
、
桂
米
朝
の
独
演
会
。

演
目
は
「
厄
払
い
」
桂
米
裕

「
か
わ
り
目
」
桂
米
朝
「
狸
の 桂米朝

“

劇団イクスクラメーシヨン
ＰＲＯＪＥＣＴ

てなヘイエにかい
いがとンンな１つ
くつつグデリつし

☆
桂
米
朝
独
演
会

１
月
４
日
（
月
）
皿
時
半
明
石
市
民
会

館
中
ホ
ー
ル
２
５
０
０
円

あ
る
日
、
３
つ
の
物
語
が
夢

の
中
で
出
会
う
。
１
つ
は
勤
め

人
が
主
人
公
の
ラ
ヴ
・
ス
ト
ー

リ
ー
、
１
つ
は
刑
事
が
主
人
公

の
犯
罪
ア
ク
シ
ョ
ン
、
１
つ
は

人
造
人
間
が
主
人
公
の
Ｓ
Ｆ
冒

険
活
劇
…
・
・
・
。
３
つ
の
物
語
が

作
、
高
橋
い
さ
を
独
自
の
ギ
ャ

グ
と
ペ
ー
ソ
ス
を
お
り
込
ん
だ

劇
団
イ
ク
ス
ク
ラ
メ
ー
シ
ョ
ン

Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｊ
Ｅ
Ｃ
Ｔ
の
精
鋭
舞
台

演
出
。
宮
崎
宏
明
。

１
１４２
１

灘撫簿
職蕊

《
鋼
峰
》
古
典
芸
能
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☆
博
物
館
邦
楽
サ
ロ
ン

大
和
楽
詔
日
（
士
）
皿
時

物
餓
１
０
０
０
円

義
太
夫
釦
臼
（
土
）
皿
時

物
館
１
０
０
０
円

★
サ
ン
バ
ル
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

現
代
飯
岡
会
関
西
支
部
鵬

１
／
４
１
１
／
６

■

☆
神
戸
新
春
能

１
月
晦
日
（
祝
）
ｎ
時
神
戸
文
化
中
ホ

ー
ル
一
階
席
６
５
０
０
円
二
階
席
４

０
０
０
円
あ
じ
さ
い
シ
ー
ト
－
０
０
０

円

た
か
さ
ご

Ｈ
能
’
一
職
砂
（
八
段
之
舞
）

そ
う
し
め
ら
い
こ
ま
ち

口
熊
ｌ
草
予
洗
小
町
（
替
装

束
）三

番
目
物
な
が
ら
、
こ
こ
に

は
恋
物
語
は
な
い
。
宮
中
で
の

歌
合
せ
が
行
わ
れ
た
時
に
起
こ

っ
た
事
件
を
劇
的
に
構
成
し
た

雲
」
桂
千
朝
。
ｌ
中
入
ｌ

「
崇
徳
院
」
桂
米
朝
と
な
っ
て

い
る
。

リバー軍フェニックスと
メレディス・サレンジャ

☆
鼓
島
有
美
子
日
本
の
う
た

鈎
日
（
金
）
犯
時
半
神
戸
文
化
大
ホ

ー
ル
、
Ａ
４
０
０
０
円
Ｂ
３
０
０

０
画
】

☆
そ
ご
う
ク
ラ
シ
ッ
ク
ス
ペ
シ
ャ
ル

大
阪
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
交
響
楽
団
新

春
コ
ン
サ
ー
ト

７
日
（
木
）
通
時
半
神
戸
国
際
会
館

Ｓ
３
０
０
０
円
Ａ
２
０
０
０
円

斗
辻
久
子
ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

鵡
日
（
土
）
皿
時
半
四
時
宝
塚
ベ

ガ
ホ
ー
ル
３
０
０
０
円

★
音
楽
文
化
．
ｉ
ス
合
唱
団
第
２
回
定

期
演
奏
会
「
フ
ィ
ガ
ロ
の
結
婚
」
「
ハ

フ
ナ
ー
」
「
戴
冠
式
ミ
サ
」

型
日
（
木
）
皿
時
神
戸
文
化
大
ホ
ー

ル
巾
‘
し
込
み
は
麓
（
０
７
８
）
５
１

１
１
５
２
２
３
ま
で

☆
清
水
和
音
（
ピ
ア
ノ
）
＋
藤
原
真
理

（
チ
ェ
ロ
）
コ
ン
サ
ー
ト

お
日
（
土
）
四
時
神
戸
文
化
中
ホ
ー

ル
３
０
０
０
円
１
５
０
０
円
（
高

校
生
以
下
）

☆
渡
辺
紀
子
・
角
田
美
穂
（
ソ
プ
ラ
ノ

）
山
崎
陽
一
郎
（
バ
リ
ト
ン
）
高
橋
麻

理
子
（
ピ
ア
ノ
）
コ
ン
サ
ー
ト

妬
日
（
火
）
四
時
県
民
小
劇
場
２

５
０
０
画
御 璽

音

楽

☆
ジ
ミ
ー

１
月
中
旬
よ
り
ア
サ
ヒ
シ
ネ
マ
に
て
ロ
ー

ド
シ
ョ
ー
大
人
１
５
０
０
円
学
生
１

曲
で
、
同
時
代
の
人
物
で
な
い

小
野
小
町
、
大
伴
黒
主
、
紀
貫

之
が
登
場
す
る
。

賢
映

画

溌
縛
．

溌騨粥識蝋★
ア
ガ
サ
・
ク
リ
ス
テ
ィ
作
「
招
か
れ

ざ
る
客
一
劇
団
神
戸
自
由
劇
場

９
日
へ
土
）
鵡
時
、
日
（
日
）
鵡
時

半
シ
ｉ
ガ
ル
ボ
ー
ル
２
０
０
０
円

★
「
正
月
特
別
公
演
」

稲
新
春
吉
本
お
笑
い
バ
ラ
エ
テ
ィ
シ
ョ

２
日
（
土
）
１
６
日
（
水
）
ｕ
時
妬

時
神
戸
国
際
会
館
３
０
０
０
円

☆
翁
組
公
演
一
楽
屋
一

通
日
（
金
）
Ⅳ
時
亜
日
（
土
）
蝿
時

半
Ⅳ
日
（
日
）
皿
時
せ
い
で
ん
三

宮
本
店
南
航
カ
ー
サ
８
Ｆ
・
ラ
ピ
ン

グ
ホ
ー
ル
。
前
売
１
３
０
０
円
当
伺

１
５
０
０
円
・
肥
尚
生
１
０
０
０
円

煮
涜
崎
加
代
子
ソ
プ
ラ
ノ
リ
サ
イ
タ
ル

８
日
（
金
）
班
時
半
市
立
生
田
文
化

会
館
１
５
０
０
円
（
飲
物
付
）

”
睦
姉
、
唾
》
演
劇

★
加
山
雄
三
の
若
大
将
シ
リ
ｉ
ズ

「
レ
ッ
ッ
ゴ
ー
〆
若
大
将
一

６
日
（
水
）
皿
時
墾
時
半
シ
ー
ガ

ル
ホ
ー
ル
８
０
０
円

「
リ
オ
の
若
大
将
」

即
日
（
水
）
皿
時
超
時
半
シ
ー
ガ

ル
ホ
ー
ル
８
０
０
円

需
騨
雲
曝
ハ
映
画 草子洗小町

撫鍵|‘罵
橋誉Ｉ貰良言

１
４３
１

☆
貞
松
・
浜
田
バ
レ
エ
団
公
演

『
白
黒
の
湖

５
Ｒ
《
火
一
唾
時
６
Ⅲ
（
水
）
皿
時

Ａ
５
０
０
０
漣
Ｂ
４
０
０
０
円 市市

立立
博博

☆
市
民
映
画
劇
場
「
ベ
ニ
ス
に
死
す
」

迦
日
へ
木
）
型
日
（
金
）
咽
咋
噸
干
塑

日
へ
土
）
醒
時
半
嘘
時
鴫
分
哩
時

半
シ
ー
ガ
ル
ホ
ー
ル
８
０
０
円

★
Ｏ
Ｚ
Ｐ
Ｅ
Ｏ
Ｐ
Ｌ
Ｅ
公
演

コ
メ
デ
ィ
「
Ｏ
Ｎ
Ｏ
Ｕ
Ｒ
Ｓ
Ｅ
Ｌ

Ｅ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
」

９
日
（
上
）
皿
時
鵡
時
ピ
ッ
コ
ロ

シ
ア
タ
ー
３
０
０
０
１

忽
鴇

新サ萩筑★‘８３☆県６２第第☆西兵明☆宮第第
脅余驚綴濡農監間龍幣驚蕊謄！ & Ｉ尚
鴬ル墜蒜窯賢普驚編請晶隙鳶：常
豊晶峰撫鯨鼎聯驚鮭嬰璽議間慌幕
股側家館刈敬書ノｋヤ小述貝Ｉ水彩品
１１腿１１腿１１り１職１初ｌ諜ラ１品１盟１腿１塁１画１展
／／／／／／農／員／腿／切り／雁〆会／／画／展／
2 ８２１１４３５２７村２１美９環５畷１２９１６貝６２２展１５８
１ＩｌｌＩＩのＩ術イ会Ｉイｌ展Ｉｉｌｌ
２ユ１１２２風１腰１エ２１１１１１
／／／／／／蛾／／〆／／／／／／
２２６１８１２７１２５１１６１０２７１３２７２０１３

な
ど
で
強
烈
な
印
象
を
残
し
た

リ
バ
ー
・
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
。
待

ち
に
待
っ
た
彼
の
初
主
演
作
が

「
ジ
ミ
ー
」
だ
。
Ⅳ
歳
の
少
年

が
記
時
間
に
起
こ
る
出
来
事
を

通
し
て
、
だ
ん
だ
ん
と
大
人
に

な
っ
て
い
く
過
陛
を
描
い
た
ち

ょ
っ
ぴ
り
セ
ク
シ
ー
な
青
春
物

語
。
リ
バ
ー
扮
す
る
リ
ア
ド
ン

少
年
と
父
親
と
の
葛
藤
、
リ
ア

ド
ン
少
年
と
Ｇ
Ｆ
の
ラ
ブ
・
ア

フ
ェ
ア
。
そ
れ
に
彼
ら
の
友
人

Ｉ霞
２
０
０
円
（
当
『
日
）

「
ス
タ
ン
ド
・
パ
イ
・
ミ
ー
」

や
「
モ
ス
キ
ー
ト
・
コ
ー
ス
ト
」

古
典
芸
能

鱗
☆
こ
の
チ
ケ
ッ
ト
を
５
名
様
に
プ
レ
ゼ
ン

ト
。
希
望
者
は
葉
書
に
住
所
・
氏
名
を
記

入
の
上
神
戸
っ
子
「
ジ
ミ
ー
」
係

年
代
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
に
も
注

日
殆 た

ち
が
、
か
ら
ま
っ
て
物
語
を

ラ
イ
ブ
感
あ
ふ
れ
た
も
の
に
仕

上
げ
て
い
る
。
舞
台
と
な
る
帥

蕊蕊撫
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i 職

輪
掛
鶴
識
鯵
》 旬

唾
巽
騨
零
語
謹
騨
騨
？
粗
‐
喉
蔭
抵
海
騨
署
溌

６天
癖縄鍵

菱

蕊鴬

議
蟻

』
■

臆

醤叙
篭蕊騨

せ
つ
ふ
ん

あ
ん
た
知
っ
て
は
り
ま
っ
か
。
一
一
月
一
一
一
日
は
節
分
ち
ゅ
う
て
関

ぱ

西
で
は
こ
の
口
Ｈ
は
〃
お
化
け
〃
。
み
ん
な
好
き
勝
手
に
化
け
て
町

、
、
、
、
、

を
ね
り
あ
る
き
ま
ん
ね
ん
。
し
か
も
あ
ん
た
｝
」
れ
が
お
な
ご
は
ん

ば
っ
か
り
で
、
男
が
化
け
た
ら
あ
か
ん
の
だ
つ
せ
。
い
も
屋
の
お

ば
は
ん
が
コ
ン
ド
ウ
イ
サ
ム
に
な
っ
た
り
、
さ
ん
ば
つ
屋
の
お
か

み
さ
ん
が
お
染
久
松
の
ヒ
サ
マ
ッ
に
な
っ
た
り
、
ほ
ん
ま
の
こ
と

だ
つ
せ
。
う
ち
も
大
正
の
こ
ろ
は
西
柳
原
に
お
り
ま
し
た
さ
か

げ
い
こ

い
、
い
ろ
ま
ち
ち
ゅ
う
わ
け
か
芸
子
し
ゅ
う
も
こ
脚
ソ
や
も
う
本
職

み
た
い
な
も
ん
で
、
夕
方
に
な
る
と
み
ん
な
化
け
ま
ん
ね
ん
。
そ

Ｌ
《
こ
ち
よ
う

い
で
か
ら
に
横
丁
の
い
な
り
さ
ん
に
は
え
ら
い
お
そ
な
え
も
ん
と

ち
よ
う
ち
ん
ず
ら
り
い
、
こ
れ
に
灯
が
は
い
る
と
い
よ
い
よ
節
分

は
〃
お
化
け
″
気
分
や
。
あ
の
芸
者
は
ん
え
え
べ
べ
着
て
は
る
と

よ
う
見
た
ら
山
本
の
く
す
り
屋
の
七
十
三
の
お
ば
ん
や
。
そ
や
け

ど
十
七
、
八
の
恥
ず
か
し
ざ
か
り
も
、
チ
ビ
の
小
学
校
の
女
の
子

ま
で
も
が
ウ
シ
ワ
カ
マ
ル
や
西
洋
人
形
に
化
け
ま
し
た
の
や
。
こ

れ
は
い
っ
た
い
関
西
の
ど
こ
で
も
や
っ
た
の
か
し
り
ま
へ
ん
が
、

神
戸
そ
の
兵
庫
の
西
柳
原
で
大
正
五
年
ご
ろ
こ
の
目
で
ぢ
か
に
見

ま
し
た
の
や
さ
か
い
神
戸
は
思
え
ば
昔
か
ら
カ
ー
ニ
バ
ル
や
。

×
×

そ
こ
で
本
題
の
映
画
に
は
い
、
ソ
ま
す
と
あ
ん
た
こ
れ
が
ま
た
け

い
と

っ
た
い
な
刊
む
ん
ば
っ
か
り
で
『
愛
し
の
ロ
ク
サ
ー
ヌ
』
（
一
九
八

七
）
ゆ
う
た
ら
何
や
思
う
た
ら
あ
ん
た
『
シ
ラ
ノ
・
ド
・
ベ
ル
ジ

ュ
ラ
ッ
ク
』
の
現
代
も
ん
。
ア
メ
リ
カ
映
画
が
〃
シ
ラ
ノ
″
な
ん

て
、
よ
っ
ぽ
ど
タ
ネ
が
つ
き
た
か
ク
ラ
シ
ッ
ク
ご
の
み
か
、
そ
れ

も
大
鼻
の
シ
ラ
ノ
（
ス
テ
ィ
ー
プ
・
マ
ー
チ
ン
）
が
ア
メ
リ
カ
の

消
防
団
長
で
彼
が
恋
こ
が
れ
た
ロ
ク
サ
ー
ヌ
（
グ
リ
ル
。
ハ
ン
ナ
）

が
え
え
と
こ
の
娘
さ
ん
で
、
こ
の
ロ
ク
サ
ー
ヌ
が
恋
し
た
の
が
新

入
り
消
防
団
助
手
の
ク
リ
ス
（
リ
ッ
ク
・
ロ
ソ
ピ
ッ
チ
）
。
エ
ド

し
ゆ
う

モ
ン
。
ロ
ス
タ
ン
九
○
年
前
の
舞
台
劇
で
は
哀
れ
悲
し
き
終
幕
し
」

な
っ
た
の
に
こ
れ
は
あ
ん
た
ま
あ
ク
リ
ス
が
浮
気
し
て
他
の
女
と

こ
い
ぷ
み

逃
げ
て
し
ま
い
ま
ん
ね
ん
。
そ
い
で
ク
リ
ス
の
口
説
き
刊
ｂ
恋
文
も

実
は
シ
ラ
ノ
で
あ
っ
た
の
ね
ェ
と
こ
こ
で
シ
ラ
ノ
と
ロ
ク
サ
ー
ヌ

の
ハ
ッ
ピ
イ
。
エ
ン
ド
。
初
め
本
気
で
見
て
た
ら
、
え
ら
い
目
に

あ
い
ま
っ
せ
。
監
督
は
フ
レ
ッ
ド
。
ス
チ
ピ
ン
。
そ
や
け
ど
シ
ラ

篭騨謡

１
１４４
１
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ノ
の
鼻
の
作
り
は
ま
る
で
ほ
ん
ま
も
ん
み
た
い
上
手
に
で
け
て
ま

し
た
で
エ
・

×
×

こ
ん
ど
は
ほ
ん
ま
の
オ
バ
ケ
や
。
『
バ
タ
リ
ア
ン
・
２
』
（
一
九

八
七
）
。
こ
の
ま
え
の
『
バ
タ
リ
ア
ン
』
の
オ
バ
ン
（
こ
わ
か
っ

た
な
ァ
。
首
ち
ぎ
っ
て
も
そ
の
首
が
う
ご
い
た
り
、
胸
と
両
手
だ

け
が
床
の
上
を
這
い
ま
わ
っ
た
り
、
あ
あ
い
や
ら
し
・
と
こ
ろ
が

「
バ
タ
リ
ア
ン
・
２
」
（
上
）
と
「
愛
し
の
ロ
ク
サ
ー
ヌ
」

’
1４５
１

よ
ぎ
り

し
さ
。
そ
い
で
あ
る
と
｝
」
か
ら
夜
霧
の
ご
と
く
ケ
ム
リ
が
地
を
這

い
だ
し
た
か
と
思
う
う
ち
、
そ
の
ケ
ム
リ
が
ひ
ろ
い
墓
場
い
っ
ぱ

い
に
た
ち
こ
め
た
こ
ろ
、
あ
っ
ち
か
ら
む
く
む
く
、
こ
っ
ち
や
か

ら
ぽ
そ
ぽ
そ
、
地
面
を
ひ
び
割
れ
さ
せ
て
地
下
か
ら
死
体
が
生
命

と
り
も
ど
し
た
か
這
い
あ
が
っ
て
く
る
い
や
ら
し
さ
。
こ
の
バ
タ

お
モ

リ
ア
ン
の
む
れ
が
町
を
襲
う
と
い
う
ホ
ラ
ー
の
ホ
ラ
ー
。
、
ハ
タ
リ

ノ
ウ

ア
ン
は
人
間
の
脳
ミ
ソ
食
べ
る
と
人
間
に
生
き
か
え
る
ち
ゅ
う
津
」

と
で
生
き
て
る
人
間
見
つ
け
た
ら
バ
チ
ャ
ッ
と
と
び
つ
い
て
頭
を

噛
り
だ
す
そ
の
い
や
ら
し
さ
。
あ
ん
た
こ
ん
な
映
画
見
た
ら
も
う

ビ
フ
テ
キ
食
べ
ら
れ
し
ま
へ
ん
で
ェ
。
監
督
と
脚
本
は
ケ
ン
・
ヴ

ィ
‐
タ
ー
ホ
ン
。
俳
優
は
知
ら
ん
の
ば
っ
か
り
か
き
あ
つ
め
た
あ
る
。

×

×

つ
ぎ
に
ひ
か
え
ま
し
た
の
が
『
ス
ー
パ
ー
マ
ン
・
４
』
（
一
九

、
、
、

八
七
）
御
存
知
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
・
リ
ー
ブ
の
あ
の
派
手
な
い
で
た

、ち
。
あ
れ
見
て
現
代
の
誰
も
が
妄
」
れ
お
か
し
い
や
な
い
か
い
な
と

思
わ
ん
よ
う
に
作
っ
て
あ
る
と
こ
ろ
が
い
つ
見
て
も
巧
い
し
お
か

し
い
し
ア
ホ
ら
し
い
。
そ
や
け
ど
あ
ん
な
に
ス
イ
ス
イ
空
飛
べ
た

ら
、
こ
れ
誰
も
の
夢
や
。
映
画
は
そ
れ
や
る
こ
と
で
面
白
い
。
と

に
か
く
地
球
が
ち
つ
こ
う
な
っ
て
ピ
ー
だ
ま
み
た
い
に
見
え
る
と

こ
ま
で
一
瞬
に
し
て
ス
ー
パ
ー
マ
ン
は
飛
ぶ
の
や
さ
か
い
も
し
も

わ
て
ら
が
ス
ー
パ
ー
マ
ン
に
な
れ
た
ら
サ
ラ
キ
ン
に
追
わ
れ
よ
う

ぜ
い
む
し
よ

が
税
務
署
に
追
わ
れ
よ
う
が
ス
ー
ツ
と
一
秒
間
で
ア
メ
リ
カ
ま
で

逃
げ
ら
れ
る
の
や
さ
か
い
誰
だ
っ
て
〃
あ
あ
、
え
え
な
ァ
″
と
こ

の
映
画
見
て
し
ま
い
ま
す
わ
。
さ
て
『
ス
ー
パ
ー
マ
ン
・
３
』
は
．

あ
く

ン
ピ
ュ
ー
タ
Ｉ
で
ス
ー
。
ハ
ー
マ
ン
の
神
経
を
悪
に
落
し
》
」
み
ス
ー

パ
ー
マ
ン
ひ
と
り
の
悪
と
善
の
た
た
か
い
だ
っ
た
の
を
こ
ん
ど
は

ス
ー
パ
ー
マ
ン
に
向
っ
て
ニ
ュ
ー
ク
リ
ア
マ
ン
ち
ゅ
う
最
強
の
敵

が
登
場
と
い
う
ス
リ
ル
。
監
督
は
シ
ド
ニ
ー
・
フ
ュ
ー
リ
ー
。
ス

ー
パ
ー
マ
ン
の
相
手
役
は
お
な
じ
み
マ
ー
ゴ
ッ
ト
・
キ
ダ
ー
。
こ

ん
ど
は
さ
ら
に
加
え
て
マ
リ
エ
ル
・
ヘ
ミ
ン
グ
ウ
ェ
イ
共
演
と
い

う
お
楽
し
み
。
踊
る
ア
ホ
に
見
る
ア
ホ
、
お
な
じ
ア
ホ
な
ら
踊
ら

そ
ん

と

に
ゃ
損
ち
ゅ
う
て
あ
ん
た
一
一
階
か
ら
空
に
向
っ
て
飛
ん
だ
り
し
た

ら
え
ら
い
こ
っ
ち
ゃ
。
気
い
つ
け
な
は
れ
や
。

こ
ん
ど
は
そ
ん
な
ん
が
五
十
く
ら
い
出
ま
ん
ね
ん
／
、
〃
ネ
オ
・
バ

ン
パ
〃
〃
ダ
イ
チ
ョ
ー
ル
″
〃
カ
マ
双
生
児
″
（
こ
れ
お
す
ぎ
思
っ

た
り
し
て
か
ら
に
、
失
礼
や
な
ｚ
、
こ
ん
な
ん
が
ウ
ジ
ョ
ウ
ジ

ョ
出
ま
す
ね
ん
。
一
一
人
の
泥
棒
が
墓
場
で
カ
ン
オ
ケ
の
ふ
た
開
け

て
ミ
イ
ラ
み
た
い
に
な
っ
た
女
の
死
体
の
指
に
は
め
た
指
輪
や
首

飾
り
を
盗
み
と
り
ま
す
ね
ん
。
そ
れ
も
ナ
イ
フ
や
ハ
サ
ミ
で
指
や

ア
タ
マ
を
チ
ョ
キ
ン
チ
ョ
キ
ン
と
切
っ
て
盗
み
ま
す
そ
の
い
や
ら
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の
韓
国
風
お
刺
身
や
木
の
子
と

鶏
の
テ
リ
ー
ヌ
、
豆
腐
の
マ
リ

ネ
と
い
っ
た
フ
ラ
ン
ス
風
惣
菜

ま
で
、
盛
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

料
理
が
ズ
ラ
リ
印
種
以
上
。
カ

ウ
ン
タ
ー
に
座
る
と
目
の
前
に

並
ぶ
大
鉢
の
一
品
物
に
、
つ
い

☆
楽
し
く
愉
快
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
タ
イ
ム
ノ
．

哩
月
７
日
、
あ
の
ニ
ュ
ー
ト

ー
キ
ョ
ー
か
ら
新
店
い
ざ
か
や

Ｗ
Ｅ
Ｌ
Ｌ
が
デ
ビ
ュ
ー
。

店
内
は
従
来
の
ビ
ヤ
ホ
ー
ル

の
イ
メ
！
ジ
を
一
新
す
る
オ
シ

ャ
レ
な
つ
く
り
。
ア
フ
タ
ー
フ

ァ
イ
ブ
に
ち
ょ
っ
と
一
杯
や
る

も
よ
し
、
仲
間
と
ワ
イ
ワ
イ
や

る
も
よ
し
、
カ
ウ
ン
タ
ー
で
二

人
っ
き
り
で
ム
ー
デ
ィ
ー
に
や

る
も
よ
し
、
と
に
か
く
オ
ー
ル

マ
イ
テ
ィ
ー
に
利
用
で
き
ち
ゃ

う
の
が
嬉
し
い
。

ゴリラが目印です

び
っ

146

■

ビヤホールがオシャレにデビュー

メ
ニ
ュ
ー
は
と
い
う
と
、
こ

れ
ま
た
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
鯵
和
洋

中
は
も
ち
ろ
ん
、
ジ
ャ
ン
ボ
焼

ソ
バ
（
千
五
百
円
）
や
玉
子
の

ピ
ッ
ク
リ
エ
ア
ド
ー
ム
（
千
八

百
円
）
な
ど
ボ
リ
ュ
ー
ム
た
っ

ぷ
り
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
メ
ニ
ュ
ー

も
揃
っ
て
い
て
グ
ル
メ
の
舌
を

飽
き
さ
せ
な
い
。

も
ち
ろ
ん
ド
リ
ン
ク
類
も
豊

富
。
各
種
ビ
ー
ル
を
は
じ
め
ウ

ィ
ス
キ
ー
、
日
本
酒
な
ど
何
で

も
Ｏ
Ｋ
。
飲
ん
で
食
べ
て
気
ま

ま
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
。

さ
っ
そ
く
今
晩
行
っ
て
み
よ

』
、
〆
◎

国
洋
風
い
さ
か
や
Ｗ
Ｅ
Ｌ
Ｌ

中
央
区
小
野
柄
通
７
１
１
１
把
（
三
宮

ビ
ル
北
館
Ｂ
１
）

筒
２
６
１
１
１
８
６
１

★
酒
、
食
、
又
楽
し
か
ら
ず
や

神
戸
の
北
野
町
に
昨
年
ｍ
月

オ
ー
プ
ン
し
た
く
い
も
ん
や
・

盛
は
、
飲
む
人
も
、
食
べ
る
人

も
、
飲
み
、
か
つ
、
食
べ
る
人

に
も
ピ
ッ
タ
リ
の
店
。
基
本
は

〃
め
し
屋
〃
・
な
す
び
の
煮
び
た

し
や
肉
じ
ゃ
が
と
い
っ
た
お
ふ

く
ろ
の
味
を
始
め
、
今
ブ
ー
ム

つ
い
注
文
を
重
ね
て
し
ま
う
。

「
店
の
テ
ー
マ
は
〃
酒
中
有
楽

味
〃
。
好
き
な
も
の
を
好
き
な
よ

う
に
、
好
き
な
だ
け
、
食
べ
た

り
飲
ん
だ
り
し
て
く
だ
さ
い
。
」

と
川
守
田
さ
ん
．
赤
い
バ
ン
ダ

ナ
が
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
だ
。

用
意
し
た
お
料
理
は
な
く
な

っ
た
ら
終
わ
り
な
の
で
、
い
ろ

い
ろ
と
食
べ
た
い
方
は
お
早
目

に
。
劇
画
家
小
池
一
夫
さ
ん
直

筆
の
看
板
も
必
見
で
す
。

図
中
央
区
加
納
町
４
１
８
１
７
Ｆ
Ｂ
Ｉ
ピ

ル
－
Ｆ
衝
３
９
２
‐
０
５
４
０
無
休
“

５
１
打
Ｐ
Ｍ

☆
キ
ン
グ
コ
シ
グ
、
襲
来
刊

新
開
地
南
商
店
街
角
の
店
を

「
ヨ
イ
シ
ョ
」
と
よ
じ
登
る
ゴ

■

お酒落な. ‘めし屋，, がウケてお客さんはいついは

シ
と
一
杯
、
い
か
が
？

■
兵
庫
区
新
開
地
南
商
店
街
北
入
口

面
５
７
５
１
３
９
９
０
コ
ン
タ
ｎ
ｌ
３

Ａ
Ｍ
赤
ひ
げ
４
Ｐ
Ｍ
ｌ
ｌ
Ａ
Ｍ
不
定
休

リ
ラ
が
名
物
の
、
ラ
ー
メ
ン
コ

ン
タ
＆
焼
鳥
赤
ひ
げ
。

１
Ｆ
の
コ
ン
タ
は
、
コ
ク
の

あ
る
豚
骨
ス
ー
プ
だ
が
、
あ
っ

さ
り
塩
味
と
い
う
こ
だ
わ
り
派

の
た
め
の
ラ
ー
メ
ン
。
種
類
は

厳
選
さ
れ
た
４
種
類
で
３
８
０

円
よ
り
。

２
，
３
Ｆ
赤
ひ
げ
は
１
串
和

円
と
い
う
値
段
も
嬉
し
い
炭
火

焼
鳥
。
神
戸
牛
へ
レ
ス
テ
ー
キ

９
８
０
円
や
、
牛
タ
ン
塩
焼
３

５
０
円
等
の
一
品
も
充
実
し
て

い
る
。
女
性
に
は
あ
げ
だ
し
豆

腐
が
人
気
。
４
Ｆ
は
座
敷
で
、

加
名
位
ま
で
の
宴
会
に
最
適
。

（
要
予
約
）

森
上
店
長
は
「
気
軽
に
お
い

し
く
食
べ
て
い
た
だ
け
る
店
に

し
た
い
。
若
者
向
け
の
ユ
ニ
ー

ク
な
メ
ニ
ュ
ー
も
、
ど
ん
ど
ん

工
夫
し
て
、
楽
し
ん
で
い
た
だ

け
る
よ
う
な
店
に
し
て
行
き
た

い
で
す
ね
。
」
と
意
欲
満
々
。
今

夜
は
気
楽
な
新
開
地
で
、
チ
ヨ
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鱗

霞

☆
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
フ
ァ
ン

全
員
集
合

日
本
人
に
最
も
愛
さ
れ
、
神

戸
の
街
に
実
に
よ
く
合
う
モ
ー

ツ
ァ
ル
ト
。
こ
の
モ
ー
ツ
ァ
ル

ト
に
こ
だ
わ
っ
た
店
が
、
元
町

に
誕
生
、
フ
ァ
ン
の
問
に
、
口

コ
ミ
で
広
ま
っ
て
い
る
。
そ
の

名
も
ア
マ
デ
ウ
ス
。

店
内
は
シ
ッ
ク
に
ま
と
め
ら

れ
、
交
響
曲
か
ら
オ
ペ
ラ
ま
で

Ｌ
Ｐ
加
枚
、
「
フ
ィ
ガ
ロ
の
結

婚
」
「
魔
笛
」
等
の
ビ
デ
オ
デ
ィ

ス
ク
、
映
画
「
ア
マ
デ
ウ
ス
」

も
装
備
。
ソ
フ
了
に
ゆ
っ
た
り

腰
を
沈
め
、
リ
ク
エ
ス
ト
曲
に

耳
を
傾
け
れ
ば
、
外
の
雑
踏
は

ウ
ソ
の
よ
う
だ
。

●
神
戸
・
世
界
の

味
め
ぐ
り

韓
国
料
理

鳳
仙

回
中
央
北
北
長
狭
遍
１
１
６
１
い
一
一

ユ
ー
キ
ャ
ッ
ス
ル
ど
ル
６
Ｆ
遍
３
９

１
１
２
１
４
７
吃
１
２
印
加
Ｐ
Ｍ

６
Ｐ
Ｍ
Ｉ
Ｏ
函
犯
Ａ
Ｍ
日
曜
休

要
予
約オ

ー
プ
ン
４
年
目
を
迎
え

た
鳳
仙
は
、
神
戸
唯
一
の
韓

国
料
理
店
。
今
、
昼
の
韓
定

食
（
２
０
０
０
円
か
ら
）
が

好
評
だ
。
「
韓
国
の
人
は
食

道
楽
。
そ
れ
な
の
に
肥
っ
た

人
が
少
な
い
の
は
、
野
菜
中

心
に
栄
養
を
考
え
た
料
理
だ

か
ら
で
す
。
」
と
李
元
仙
社

E §L 三［註一一

モーツァルトファンの方お待ちしていますれ

「
ク
ラ
シ
ッ
ク
の
入
口
が
モ

ー
ツ
ァ
ル
ト
。
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト

の
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
や
連
絡
会
、

研
究
会
の
、
憩
い
の
場
所
と
し

て
来
て
い
た
だ
け
れ
ば
…
・
」
と

い
う
曽
根
オ
ー
ナ
ー
の
心
を
受

け
て
、
中
桐
店
長
が
心
を
こ
め

て
コ
ー
ヒ
ー
を
立
て
て
く
れ

i毎蕊

チ
ゲ
鍋
は
心
ま
で
暖
め
て
く

れ
る
。
あ
っ
さ
り
味
の
ト
ラ

ジ
の
ナ
ム
ル
（
和
え
も
の
）
、

肉
を
使
っ
て
い
る
の
に
な
ぜ

か
淡
白
な
ス
ー
プ
が
、
数
種

類
の
キ
ム
チ
に
よ
く
合
う
。

夜
は
チ
マ
・
チ
ョ
ゴ
リ
の

韓
国
美
人
が
も
て
な
し
て
く

れ
る
。
ソ
ウ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
に
行
け
な
い
貴
方
も
こ
こ

な
ら
、
姉
妹
店
の
韓
国
ス
ナ

長
。
材
料
や
調
味
料
を
釜
山

か
ら
取
り
寄
せ
、
釜
山
出
身

の
料
理
長
が
腕
を
振
う
の

で
、
本
場
の
味
が
味
わ
え

る
。ピ

リ
ッ
と
辛
味
の
き
い
た

鱗ｉ唱丸程

灘

岩屋ママと気風のいい板さん

１
１４７
１

－
ス
に
ず
ら
っ
と
並
び
、
お
客

の
注
文
に
応
じ
、
そ
の
場
で
サ

ッ
と
料
理
し
て
く
れ
る
。
「
素

材
を
活
か
し
た
亘
垂
局
の
品
を
、

で
き
る
だ
け
庶
民
的
な
値
段
で

食
べ
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
嬉

し
い
お
言
葉
。
サ
ー
ピ
ス
タ
イ

ム
（
５
駒
Ｐ
Ｍ
Ｉ
７
曲
Ｐ
Ｍ
）

の
花
寿
し
セ
ッ
ト
（
に
ぎ
り
。

造
り
・
煮
合
せ
・
海
の
幸
サ
ラ

ダ
。
あ
さ
り
み
そ
汁
）
１
３
０

０
円
と
、
花
群
コ
ー
ス
（
前
菜

。
造
り
・
煮
物
・
天
ぷ
ら
盛
合

せ
・
海
の
幸
サ
ラ
ダ
。
ご
は
ん

・
香
の
物
・
あ
さ
り
み
そ
汁
・

コ
ー
ヒ
ー
又
は
ア
イ
ス
ク
リ
ー

ム
）
３
５
０
０
円
が
人
気
。
一

品
も
の
で
は
活
ダ
コ
の
唐
揚
、

天
ぷ
ら
、
茶
碗
蒸
し
が
好
評
。

御
影
石
と
コ
ン
ク
リ
ー
ト
、

竹
を
使
っ
た
店
内
も
本
物
志
向

の
酒
落
た
つ
く
り
だ
。

因
中
央
区
中
山
手
通
１
１
７
１
６
リ
ッ
チ

ラ
イ
ト
ピ
ル
－
Ｆ
唖
３
９
１
１
７
８
８

１
５
函
犯
Ｐ
Ｍ
Ｉ
２
Ａ
Ｍ
・
日
祝
５

ｒ
Ｍ
ｌ
Ⅶ
Ｐ
Ｍ

る
。
〃
ア
マ
デ
‘
ワ
ス
雷
フ
レ
ン
ド
〃

〃
レ
オ
ポ
ル
ド
ブ
レ
ン
ド
″
と

い
う
メ
ニ
号
－
も
ユ
ニ
ー
ク
。

フ
ァ
ン
な
ら
ず
と
も
通
い
た
く

な
る
店
だ
。

図
中
央
区
元
町
本
通
５
京
都
相
互
銀
行
前

胃
３
７
１
‐
０
６
０
５
水
畷
休
加
Ａ

Ｍ
Ｉ
８
Ｐ
Ｍ

☆
こ
だ
わ
り
も
っ
て
オ
ー
プ
ン

神
戸
・
三
宮
、
夜
の
繁
華
街

の
真
ん
中
に
、
本
格
的
な
磯
料

は
な
む
ら

理
の
店
花
群
が
オ
ー
プ
ン
。

⑫
年
間
大
阪
・
梅
田
で
喫
茶

店
を
経
営
し
て
い
た
岩
屋
睦
子

マ
マ
が
、
Ｊ
Ｒ
に
お
勤
め
の
ご

主
人
と
経
験
豊
富
な
板
前
さ
ん

二
人
と
、
ｎ
月
か
ら
始
め
た
。

新
鮮
な
海
の
幸
が
ガ
ラ
ス
ケ

上｡ ５，０００円韓定食下･ 店内
るひ気に宗ツ
･ た分韓とク
れに国共世
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聯
皿
問
い
合
わ
せ
先
第
３
回
国
民
文
化
祭

兵
庫
県
実
行
委
員
会
半
務
局
宮
０
７

８
（
３
４
１
）
７
７
１
１
内
線
２
７
０

５
．
２
７
０
６
ま
で

☆
大
リ
ー
グ
並
み
の
グ
リ
ー
ン

ス
タ
ジ
ア
ム
神
戸
オ
ー
プ
ン

待
望
の
野
球
場
が
３
月
担
日

神
戸
に
誕
生
す
る
。
神
戸
総
合

運
動
公
園
野
球
場
、
愛
称
「
グ
リ

ー
ン
ス
タ
ジ
ア
ム
神
戸
」
だ
。

場
所
は
神
戸
総
合
運
動
公
園

中
堅
皿
、
と
、
甲
子
園
球
場
よ

り
一
回
り
大
き
く
な
る
。
内
野

席
は
２
階
建
観
客
席
と
す
る
な

ど
見
る
側
に
立
っ
て
設
計
さ
れ

て
い
る
の
も
魅
力
の
ポ
イ
ン
ト

３
月
岨
日
の
開
会
式
の
あ
と

に
は
阪
急
と
阪
神
の
オ
ー
プ
ン

戦
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
を
機
に
神
戸
に
も
プ
ロ

球
団
を
の
声
も
高
ま
り
そ
う

だ
。

１
１４８
１

誕
生
日

あ
り
が
と
う

運
動

ポ
ケ
ッ
ト

ジ
ャ
ー
ナ
ル地下鉄総合運動公園前にある

Z 愚左よ文が球並リ内
９９右う句歌場みＩ；
・両 I このい〃のグ大

１
ｍ
、

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
、
茶
道
、
華
道

総
合
フ
ェ
ア
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

な
ど
幅
広
い
事
業
分
野
に
つ
い

て
行
な
わ
れ
る
。

☆
文
化
の
「
国
体
」

今
秋
、
兵
庫
で
開
催

全
国
の
芸
術
・
文
化
活
動
に

取
り
組
む
人
達
が
、
一
堂
に
会

し
、
文
化
の
創
造
。
発
展
を
図

ろ
う
と
「
国
民
文
化
祭
ひ
ょ
う

ご
配
」
が
、
月
蛇
日
ｌ
ｕ
月
３

日
、
県
下
で
開
催
さ
れ
る
。

各
都
道
府
県
持
ち
ま
わ
り
で

今
回
が
第
３
回
。
テ
ー
マ
は
「

２
０
０
１
年
美
の
創
造
」
と
題

し
、
神
戸
市
を
は
じ
め
県
下
妬

市
２
町
で
実
施
。
民
俗
芸
能
、

民
謡
、
合
唱
、
吹
奏
楽
、
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
、
ジ
ャ
ズ
、
ポ
ッ
プ

共
に
生
き
る
こ
と

自
転
車
で
走
っ
て
い
る
と
、
車
椅
子

の
少
年
か
ら
「
お
れ
え
た
－
ん
」
と
呼

ば
れ
ま
し
た
。
び
っ
く
り
し
て
振
り
返

る
と
、
車
椅
子
の
少
年
が
突
然
「
ぼ
く

と
友
達
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
言
う

の
で
す
。
私
は
う
ろ
た
え
る
と
い
う
よ

り
、
異
国
語
を
聞
い
て
い
る
よ
う
な
感

じ
が
し
ま
し
た
。
私
は
「
今
、
家
で
赤

ち
ゃ
ん
が
寝
て
い
て
、
急
い
で
い
る
か

ら
ね
」
と
、
変
な
答
を
し
ま
し
た
。

彼
は
ま
た
「
お
れ
え
た
ん
、
ぼ
く
と

友
達
に
な
っ
て
下
さ
い
」
と
く
り
返
す

の
で
す
。
私
は
困
っ
て
し
ま
い
雲
し

た
。
彼
と
友
達
に
な
れ
な
い
理
由
も
、

な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
理
由
も
な
い

よ
う
に
思
っ
た
か
ら
で
す
。
二
人
の
間

に
沈
黙
の
時
間
が
流
れ
、
そ
の
気
詰
ま

り
を
破
る
よ
う
に
彼
は
手
を
差
し
だ
し

ま
し
た
。
私
も
何
も
思
わ
な
い
ま
ま
手

を
さ
し
だ
し
ま
し
た
が
、
彼
が
力
強
く

引
っ
張
る
の
で
び
っ
く
り
し
て
、
自
転

車
を
こ
い
で
逃
げ
ま
し
た
。

彼
に
悪
気
は
な
く
、
彼
の
下
手
な
感

情
表
現
が
そ
う
さ
せ
た
の
だ
、
と
い
う

こ
と
は
、
わ
か
っ
て
い
ま
す
が
、
彼
よ

り
い
く
つ
も
年
上
の
私
は
、
彼
が
こ
わ

く
な
っ
た
の
で
す
。
「
お
れ
え
た
ん
、

お
友
述
に
な
っ
て
く
れ
な
い
ん
で
す
ね

１
」
と
い
う
声
が
、
い
つ
ま
で
も
私
の

心
に
苦
い
も
の
を
残
し
ま
し
た
。

’
○
○
×
○
○
’

二
十
六
歳
の
主
婦
の
方
の
投
沓
で

す
。
み
な
さ
ま
の
ご
感
想
は
い
か
が
で

す
か
。
主
婦
の
心
に
な
ぜ
苦
い
も
の
が

残
っ
た
の
で
し
ょ
う
？

〒
町
神
戸
市
中
央
区
御
幸
通
一
’
六

神
戸
国
際
会
館
一
階

延
生
日
あ
り
が
と
う
運
動
本
部

電
話
○
七
八
’
二
三
一
－
二
一
一
四

☆
夢
の
豪
華
メ
ン
バ
ー
に
よ
る

テ
ニ
ス
大
会
が
ポ
ー
ア
イ
で

ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
㈱
の
主
催
に

よ
り
、
１
月
”
日
、
詔
日
の
両

日
、
「
第
１
回
ア
サ
ヒ
ビ
ッ
グ

・
ス
ペ
シ
ャ
ル
ス
ー
パ
ー
テ
ニ

ス
」
を
開
催
。
即
日
は
大
阪
府

》
鋸
帰
嬬
》
蝿
》
》
》
峠
儒
稚
宿

癖
》
》
聖
鍔
砕
》
》
》
》
討
州
州

》
癖
》
鍔
》
》
》
》
卦
結
託
握
開

需
翻
》
嬬
癖
》
》
』
》
》
》
卸
や

４
位
の
ポ
リ
ス
・
ベ
ッ
ヵ
ー
、

女
子
の
１
位
の
シ
ュ
テ
ィ
フ
ィ

・
グ
ラ
フ
、
同
６
位
の
ガ
ブ
リ

エ
ラ
・
サ
バ
テ
ィ
ー
ニ
と
い
う

超
ト
ッ
プ
プ
レ
イ
ヤ
ー
が
対
戦

す
る
。前

売
券
は
、
チ
ケ
ッ
ト
ぴ
あ
、

チ
ケ
ッ
ト
セ
ゾ
ン
に
て
発
売
。

回
入
場
料
Ｓ
Ｓ
１
万
円
、
Ｓ
８
千
円
、

Ａ
５
千
円
、
Ｂ
３
千
円

☆
戦
前
の
欧
州
写
真
界
の

第
一
人
者
ト
マ
ジ
ー
展
開
催

コ
ル
シ
カ
が
生
ん
だ
写
真
家

ア
ン
ジ
ュ
・
ト
マ
ジ
ー
（
１
９

５
０
没
）
の
写
真
展
が
２
月
３

日
１
８
日
、
そ
ご
う
神
戸
店
７

階
ギ
ャ
ラ
Ｌ
‐
で
開
催
さ
れ

る
。動

乱
と
変
動
、
平
和
と
発
展

- ＝= 可盃鑓一

ク
ス
、
ロ
ッ
ク

一
演
劇
、
舞
踊

帳
文
芸
、
美
術

》
写
真
、
ク
ラ

フ
ト
、
映
像

ウ
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ー

☆
冒
国
弓
熱
ｏ
惇
己
国
蚤
の
市

神
戸
の
異
業
種
若
手
経
営
者

集
団
巨
両
弓
飛
○
耐
ロ
国
（
鳴

会
長
）

鱒
織
繍
溌
鍵
無

画
震
鮭
リ
卸
涯
毒
増
瀞
知
識
殻
立
近
代
美
術
鯨
グ
ル
‐
プ
稲
・
劇
団
青
い
森
．

１
８
１
配
倉
ｗ
ｌ
２
８
０
０
角
卓
豊
か
な
ダ
ン
サ
ー
（
肉
体
表
現
）
ろ
蚤
の
市
」
を
開
催
。

★
旧
居
留
地
内
に
を
願
っ
て
の
新
設
で
、
入
所
金
婦
人
服
・
真
珠
製
品
・
靴
。

新
し
い
ギ
ャ
ラ
リ
ー
が
な
し
、
ワ
ン
・
ク
ラ
ス
２
千
円
紳
士
用
品
・
絵
画
・
電
気
製
品

京
町
筋
、
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
問
い
合
わ
せ
は
０
７
８
１
８
７
。
家
具
な
ど
を
破
格
値
で
提

テ
ル
の
北
東
に
あ
る
日
本
ピ
ル
－
１
１
７
５
５
上
甲
ま
で
。
供
。
主
婦
を
は
じ
め
多
数
の
入

の
２
階
に
、
ｎ
月
ｎ
日
（
水
）
☆
兵
庫
県
立
近
代
美
術
館
場
者
は
満
足
そ
う
だ
っ
た
。

『
京
町
ギ
ャ
ラ
リ
ー
』
が
オ
ー
オ
リ
ジ
ナ
ル
カ
レ
ン
ダ
ー
こ
う
い
っ
た
催
し
を
こ
れ
か

田
主
催
ア
ン
ジ
ュ
・
ト
マ
ジ
ー
写
真
展
ダ
ン
ダ
ン
ス
に
と
ら
わ
れ
ず
、
．

実
行
委
員
会

圏
事
務
局
神
戸
市
東
灘
区
住
吉
山
手
６
よ
り
自
由
に
よ
り
的
確
に
感
性

る
。
リ
ア
リ
ズ
ム
、
科
学
性
、
加
分
、
神
戸
市
灘
区
六
甲
町
３

審
美
眼
、
人
間
性
の
総
で
が
彼
１
３
１
岨
Ｊ
・
０
．
Ｋ
．
Ｏ
ス

の
芸
術
と
言
い
得
る
。
タ
ジ
オ
上
申
裕
久
教
室
で
「
モ

に
象
徴
さ
れ
る
今
世
紀
初
頭
の
☆
モ
ダ
ン
ダ
ン
ス
上
甲
裕
久
。
☆
昌
国
弓
黙
ｏ
惇
己
国
蚤
の
市

コ
ル
シ
カ
島
々
民
の
生
き
様
が
新
ス
タ
ジ
オ
開
設
神
戸
の
異
業
種
若
手
径
営
者

８
６
６
８ 蕊 》

圭
彼
の
作

侭
品
に
は

評
克
明
に

》
記
録
さ

ア
れ
て
いオーナーの

減辺泰助さん

衝
０
７
８
（
８
０
１
）
１
５
９
１
■
日
時
９
日
⑬
四
ｍ
、
、
日
通
配
”

多
数
の
カ
レ
ン
ダ
ー
が
発
刊
さ
て
い
く
そ
う
で
お
楽
し
み
。

れ
て
い
る
が
、
兵
庫
県
立
近
代
☆
ア
ガ
サ
会
心
の
オ
リ
ジ
ナ
ル

繊
職
燃
榛
術
蕪
丞
作
噺
職
馴
鰐
河
原

六
甲
道
駅
の
中
間
に
あ
り
徒
歩

た
。
場
所
は
阪
急
六
甲
駅
と
沢

さ
ん
が
劇
団
道
化
座
新
ス
タ
ジ

オ
内
に
レ
ッ
ス
ン
場
を
新
設
し

新
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
ら
も
半
年
に
１
回
ぐ
ら
い
や
つ

勅
ス
タ
ジ
オ
開
設
神
戸
の
異
業
種
若
手
経
営
者

モ
ダ
ン
ダ
ン
ス
の
上
甲
裕
久
集
団
巨
両
弓
飛
○
耐
ロ
国
（
鳴

撒
惑麓Ｉ

鳴海会長（会場で）
ル小際日２５が
でホ会、。１１
司Ｉ館国２６月

お
も
し

海
正
勝

海
正
勝

会
長
）

匂
が
、
月

塞
弱
。
弱

く
日
、
国

》
際
会
館

鳴
小
ホ
ー

ル
で
「

お
も
し

『
飛
松変

歌
集
』

日
本
現
代
歌
人
叢
書
の
一
篇
と
し
て

出
版
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

十
八
年
ぶ
り
に
上
梓
さ
れ
た
著
者
の

第
四
歌
集
で
、
「
普
段
着
の
歌
、
素
顔

の
歌
』
と
し
て
、
日
常
に
起
こ
る
、
ご

く
平
凡
な
出
来
事
を
綴
っ
た
作
品
集
で

あ
り
、
初
心
者
に
と
っ
て
も
親
し
み
易

い
、
手
本
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、

そ
の
持
つ
テ
ー
マ
は
、
人
生
の
真
実
に

触
れ
る
崇
高
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

（
芸
風
書
院
１
８
０
０
円
）

日
頃
、
耳
に
し
て
い
る
数
々
の
音
楽

ク
ラ
シ
ッ
ク
・
ジ
ャ
ズ
・
ロ
ッ
ク
・
民

謡
等
々
・
音
楽
の
ジ
ャ
ン
ル
も
種
々
で

●
あ
る
。し

か
し
、
現
在
、
学
問
的
に
研
究
さ

れ
、
ま
た
学
校
で
学
ぶ
の
も
ク
ラ
シ
ッ

ク
ば
か
り
で
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
音

楽
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
〃
音
楽
史
″
は
当

然
あ
る
。
本
書
は
、
そ
の
今
ま
で
顧
み

ら
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
そ
れ
ら
の
歴

史
に
焦
点
を
当
て
た
力
作
で
あ
る
。

（
芸
術
現
代
社
１
６
０
０
円
）

表
題
作
の
他
、
恵
五
回
神
戸
女
流
文

学
賞
受
賞
作
「
痕
跡
」
、
第
三
回
大
阪

女
流
文
芸
賞
受
賞
作
「
裏
の
海
」
お
よ
び

「
フ
ェ
ン
ス
の
中
」
の
四
篇
を
収
録
。

昭
和
二
年
、
大
阪
生
ま
れ
の
著
者
初
の

作
品
集
で
あ
る
。

昭
和
と
い
う
時
代
を
誠
実
に
生
き
て

来
た
著
者
が
、
自
ら
の
体
験
を
通
し
て

一
つ
の
小
説
世
界
を
手
固
く
ま
と
め
て

い
て
好
感
が
も
て
る
。

（
編
集
工
房
ノ
ア
－
８
０
０
円
）

騨濯
寧

澱
蝿
蕊
謹
簿
劉
蕊

柴
田
仁

霧
驚
寅

１
１４９
１

婦
人
服
・
真
珠
製
品
・
靴
・

紳
士
用
品
・
絵
画
・
電
気
製
品

・
家
具
な
ど
を
破
格
値
で
提

供
。
主
婦
を
は
じ
め
多
数
の
入

場
者
は
満
足
そ
う
だ
っ
た
。

ア
ガ
サ
・
ク
リ
ス
テ
イ
ー
原

作
の
「
招
か
れ
ざ
る
客
」
が
、

》
》
》
》
》
》
》
酔
謡
幸
司
懐

ア
ス
な
人
間
ド
ラ
マ
が
展
開
、

推
理
劇
の
醍
醐
味
を
十
分
満
喫

製
作
／
新
山
亮
一
。
李
敬
司

グ
ル
ー
プ
油
・
劇
団
青
い
森
。

『
新
・
音
楽

の
歴
史
』

『
黒
い
瞳
の
』

久
保
田
匡
子
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八
王
子
」
が
、
今
年
２
月
オ
ー

プ
ン
す
る
。

約
４
千
坪
の
広
大
な
敷
地
内

に
、
晒
室
の
学
生
用
マ
ン
シ
ョ

ン
、
加
室
の
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
、

灘１本伽沈２中に５９の
食

物
せ
ん
い
を
含
み
、
野
菜
不
足

や
食
事
が
不
規
則
な
現
代
人
に

最
適
。
お
し
ゃ
れ
で
ス
マ
ー
ト

な
瓶
で
女
性
に
も
受
け
る
こ
と

園
前
売
１
８
０
０
円
、
当
日
２
０
０
０
円

回
お
問
い
合
せ
劇
団
神
戸
自
由
劇
場

面
０
７
８
（
叩
）
２
８
４
０
・
劇
団
青

い
森
茸
０
７
８
命
）
６
１
８
０

☆
大
塚
製
薬
か
ら
新
栄
養
飲
料

オ
ロ
ナ
ミ
ン
Ｃ
、
ポ
カ
リ
ス

エ
ッ
ト
の
大
塚
製
薬
が
今
年
１

月
ｎ
日
か
ら
、
食
物
繊
維
飲
料

「
フ
ァ
イ
ブ
ミ
ニ
」
を
発
売
。

ア
メ
リ
カ
人
に
人
生
目
標

は
と
き
く
と
「
ゲ
ッ
ッ
・
リ

ッ
チ
・
ク
イ
ッ
ク
」
「
で
き

る
だ
け
早
く
金
持
に
な
る
」

こ
と
だ
そ
う
で
あ
る
。
な
ん

で
も
世
界
一
で
な
い
と
気
の

す
ま
な
か
っ
た
ア
メ
リ
カ
人

ゲ
ッ
ッ
・
リ
ッ
チ
・
ク
イ

ッ
ク
に
恥
か
し
ぐ
な
い
か

花時計

全景と室内風景

☆
深
夜
の
若
者
の
姿
は
…
刊

深
夜
の
繁
華
街
を
歩
く
と
、

大
学
生
位
の
若
者
の
姿
が
多
い

こ
と
に
驚
か
さ
れ
る
が
、
岨
歳

か
ら
妃
歳
ま
で
の
３
６
０
名
の

男
女
に
ア
ン
ケ
ー
ト
し
た
『
ミ

ッ
ド
ナ
イ
ト
白
書
』
が
〃
プ
ラ

ン
・
ド
ゥ
〃
か
ら
発
刊
さ
れ
た
。

１
週
間
の
内
、
男
性
は
３
人

に
１
人
が
、
女
性
で
も
４
人
に

１
人
が
外
泊
す
る
と
い
う
事
実

等
現
在
の
若
者
の
、
ナ
マ
の
姿

に
驚
か
さ
れ
る
こ
と
も
多
い
。

団
問
い
合
わ
せ
／
プ
ラ
ン
・
ド
ゥ

Ｔ
Ｅ
Ｌ
Ｏ
６
（
２
４
３
）
１
３
５
８

☆
東
京
で
の
学
生
生
活
が
充
実

東
京
の
学
園
都
市
。
八
王
子

に
、
学
住
一
体
の
理
想
の
住
環

境
を
も
つ
「
カ
レ
ッ
ジ
タ
ゥ
ン

が
日
本
に
追
い
ぬ
か
れ
っ
ぱ

な
し
が
よ
ほ
ど
く
や
し
い
ら

し
い
。
と
こ
ろ
が
で
あ
る
。

そ
の
ア
メ
リ
カ
企
業
が
国
立

文
楽
劇
場
へ
ぼ
ん
と
一
千
万

円
募
金
し
た
。
文
楽
の
後
継

者
育
成
金
が
少
な
い
の
を
悲

し
ん
で
の
募
金
と
い
う
。
西

独
ほ
か
世
界
各
地
に
日
本
文

化
紹
介
の
文
化
セ
ン
タ
ー
を

設
立
す
る
の
は
結
構
だ
が
、

日
本
の
古
典
文
化
育
成
に
金

を
け
ち
っ
て
い
て
は
根
元
か

ら
く
ず
れ
て
は
日
本
文
化
も

へ
っ
た
く
そ
も
あ
っ
た
も
ん

じ
や
な
い
は
ず
ゎ
西
独
オ
ペ

ラ
の
通
し
券
十
万
円
も
売
切

各
種
ス
ポ
ー
ツ
施
設
、
レ
ス
ト

ラ
ン
、
シ
ョ
ッ
プ
等
が
揃
っ
た

理
想
的
な
学
生
タ
ウ
ン
だ
。

安
心
し
て
学
生
生
活
を
送
る

の
に
は
最
適
か
も
し
れ
な
い
。

回
問
い
合
わ
せ
ラ
イ
ベ
ッ
ク
ス
㈱
両

０
３
（
３
４
８
）
１
８
０
３

ｉ
Ｉ
Ｉ
‐
１
１
１
１
…
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
Ｉ
・
‐
‐
，
‐
’
ｊ

れ
の
盛
況
も
結
構
だ
が
、
一
一

方
で
は
日
本
古
典
の
新
人
青
一

成
に
企
業
は
基
金
を
出
す
べ
一

き
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
で
は
古
一

典
文
化
は
滅
び
ま
す
ぞ
。
金
一

さ
え
出
せ
ば
新
人
が
育
つ
と
一

も
限
ら
な
い
が
そ
こ
は
適
切
一

有
効
性
の
問
題
で
、
大
い
に
一

相
談
に
の
り
た
い
と
思
う
が
一

ど
う
だ
ろ
う
。
企
業
が
生
き
一

残
る
の
は
文
化
し
か
あ
り
ま
一

せ
ん
ぞ
。

（
Ｙ
）
一

●
索
Ｃ
西
、
で
○
ｍ
『

☆
宗
教
法
人
「
善
導
会
五
亜
壌
上
棟

式
」
（
善
導
会
会
長
・
北
村
嘉
男
）
が
、

１
月
型
日
（
日
）
午
前
、
時
よ
り
、
行
わ

れ
ま
す
。
（
兵
庫
県
西
宮
市
苦
楽
園
５

番
町
１
ノ
響

★
今
年
四
、
五
月
に
相
次
い
で
亡
く
な

ら
れ
た
川
端
柳
太
郎
・
小
島
輝
正
両
先

生
の
追
悼
集
が
、
生
前
そ
の
指
導
を
さ

れ
て
い
た
「
現
代
風
俗
研
究
会
こ
う
べ

の
会
」
、
「
文
脈
の
会
」
か
ら
各
々
出
さ

れ
た
。
両
先
生
の
人
柄
を
偲
ぶ
に
絡
好

の
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
と
な
っ
て
い
る
。

★
こ
う
ぺ
芸
文
の
服
部
正
議
長
と
清
美

さ
ん
夫
妻
は
、
廻
月
中
旬
よ
り
正
月
中

旬
ま
で
、
エ
ジ
プ
ト
・
モ
ロ
ッ
コ
・
北

ア
フ
リ
カ
の
旅
に
何
が
わ
れ
ま
し
た
。

☆
異
人
館
倶
楽
部
、
異
人
館
倶
楽
部
Ｐ

Ａ
Ｒ
Ｔ
Ⅱ
の
経
営
に
あ
た
る
菊
地
由
紘

さ
ん
（
株
式
会
社
ペ
ァ
ー
ズ
代
表
取
締

役
）
が
事
務
所
を
移
幅
。
新
住
所
は
〒

剛
神
戸
市
中
央
区
北
野
町
２
丁
目
５
番

廻
号
雷
０
７
８
（
２
２
２
）
１
２
６
６

（
代
表
）

☆
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
大
高

猛
さ
ん
が
大
統
領
と
し
て
主
催
す
る

創
造
共
和
国
（
覗
務
局
／
大
阪
市
福
島

区
福
島
５
丁
目
Ⅳ
番
塑
号
奮
０
６
（
４

５
８
）
１
３
８
９
）
が
、
１
月
ｎ
日
（
日
）

午
後
５
時
卵
分
か
ら
油
建
国
八
周
年
記

念
祝
賀
会
を
、
大
阪
国
際
交
流
セ
ン
タ

ー
（
会
費
・
８
千
円
）
で
開
か
れ
ま

す
。☆

神
戸
女
子
大
学
デ
ン
マ
ー
ク
体
操
部

は
、
創
部
７
周
年
記
念
第
５
回
記
念
定

期
発
表
会
を
、
１
月
型
日
（
日
）
午
後
１

時
釦
分
よ
り
、
兵
庫
県
立
文
化
体
育
館

多
目
的
ホ
ー
ル
で
開
催
し
ま
す
。
茸

（
叩
）
副
－
１
０
７
１
（
代
）

☆
町
博
物
館
邦
楽
サ
ロ
ン
の
三
味
線
音

楽
シ
リ
ー
ズ
／
（
解
説
と
演
奏
）
の
第

６
回
が
１
月
”
日
（
土
）
午
後
２
時
か
ら

〃
大
和
楽
″
解
説
／
谷
村
陽
介
「
早

春
」
「
二
日
月
」
「
雪
折
竹
」
「
江
戸
風

流
」
唄
大
和
三
千
世
・
三
喜
子
他
／
弦

／
大
和
久
満
・
静
他
チ
ケ
ッ
ト
／
１
０

０
０
円
第
７
回
１
月
訓
日
（
土
）
〃
義
太

夫
″
解
説
／
豊
竹
三
司
出
演
／
豊
竹
団

司
他
「
新
版
歌
祭
文
」
他

150

｡
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小
さ
な
伝
道
師
さ
ん

こ
こ
御
影
に
あ
る
山
田
公
園
で
は
、
近
所
の
子
ど
も
た
ち
に
混
っ
て
元
気
に
遊
ぶ
青
い
目
の
お
友
だ
ち
が
い
ま
す
。

神
戸
に
来
て
二
度
目
の
お
正
月
を
迎
え
る
ラ
ル
フ
。
フ
ァ
ー
バ
ー
さ
ん
（
釦
歳
）
一
家
の
ク
リ
ス
テ
ィ
ー
ナ
ち
ゃ
ん

（
４
歳
）
と
弟
の
ダ
ー
ー
ェ
ル
君
（
２
歳
）
。
お
母
さ
ん
の
イ
デ
ィ
ス
さ
ん
（
カ
ナ
ダ
）
も
、
公
園
で
出
会
う
日
本
の
お
母

さ
ん
た
ち
と
は
す
っ
か
り
顔
な
じ
み
。
日
本
語
の
上
手
な
フ
ー
ノ
ー
バ
ー
さ
ん
（
ド
イ
ツ
）
は
宣
教
師
（
日
本
フ
ェ
ロ
ー

シ
ッ
プ
・
デ
ィ
コ
ン
リ
ー
伝
道
会
）
の
お
仕
事
で
来
日
さ
れ
ま
し
た
。
ブ
ラ
ン
コ
や
す
べ
り
台
、
走
り
っ
こ
と
ク
リ
ス

テ
ィ
ー
ナ
ち
ゃ
ん
た
ち
は
、
た
ち
ま
ち
公
園
い
つ
ぱ
い
に
幼
い
子
ど
も
ど
う
し
遊
び
の
輪
を
広
げ
て
ゆ
き
ま
す
。
そ
う

し
て
日
本
の
子
ど
も
た
ち
と
親
し
く
遊
び
な
が
ら
、
言
葉
を
越
え
て
な
に
か
大
切
な
も
の
が
心
か
ら
心
へ
伝
え
ら
れ
て

い
く
よ
う
な
気
が
し
ま
し
た
。
可
愛
い
ク
リ
ス
テ
ィ
ー
ナ
ち
ゃ
ん
も
子
ど
も
の
世
界
の
〃
小
さ
な
伝
道
師
さ
ん
″
で
す
。

吋
斑
…
ぺ
嫌
鱗
識
鳥
唱
鮮
鮮
縛
鐸
蝉
蕊
唖
瀞
錨
鮮
轄
織
、
鑑
瀞
蕊
溺
藤
露
苓
議
鳶
騒
騨
割
麗
溺
藩
蕊
》
；
嬢
瀧
：
、
瀞
瀞
驚
，
戯
§
鐸
驚
灘
訓
辞
雛
騨

立
岡
佐
智
央
の
や
あ
、
神
戸
っ
子

l鍵羅鍋

１
１５１
１ ，

Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
☆
街
か
ど
の
肖
像
シ
リ
ー
ズ
ーく

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



ら
、
三
宮
を
中

的
に
結
ぶ
ひ
と

を
形
成
し
て
い

に
む
か
っ
て
開
か
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、

神
戸
と
東
京

ｌ
独
断
的
“
比
較
文
化
論
Ｉ

▼

八
幕
麹
ラ
文
化

御て
昼
間
都
民
に
衣
が
え
す
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
比
べ
れ

ば
ま
だ
神
戸
は
職
住
近
接
型
文
化
と
い
っ
て
よ
い
。
つ
ま

り
都
会
的
セ
ン
ス
の
ま
ま
昼
夜
生
活
で
き
る
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
東
京
で
は
盛
り
場
が
点
在
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が

長
い
通
勤
時
間

〈
神
戸
大
学
文
学
部
助
教
授
〉

（
最
近
は
茨
城
都
民
も
増
え
て
き
た
）
だ
か
ら
で
あ
る
。

平
均
通
勤
時
間
一
時
間
半
と
も
い
わ
れ
て
い
る
彼
ら
は
、

武
東
上
線
沿
線
）
に
む
か
っ
て
開
か
れ
た
と
こ
ろ
な
の
で

あ
る
。
そ
れ
に
く
ら
べ
れ
ば
神
戸
は
空
間
的
に
狭
い
か

必
ず
し
も
ま
じ
わ
ら
な
い
個
別
文
化
を
形
成
し
て
い
る
。

六
本
木
と
浅
草
と
は
縁
が
な
い
。
よ
く
み
る
と
銀
座
と
浅

草
と
は
関
係
が
薄
い
。
実
は
近
接
す
る
六
本
木
と
渋
谷
と

で
も
同
様
な
の
で
あ
る
。
新
宿
と
池
袋
は
似
て
い
る
よ
う

だ
が
、
新
宿
は
東
京
の
西
（
小
田
急
線
・
中
央
線
沿
線
）

こ
う
考
え
て

ブ
ル
文
化
を
専

民
を
主
た
る
文

〃
千
葉
都
民
〃

「
ハ
イ
カ
ラ
文
化
史
」
も
今
回
で
一
段
落
で
あ
る
。
そ

こ
で
最
後
に
神
戸
と
東
京
の
〃
独
断
的
″
比
較
文
化
論
を

語
っ
て
お
き
た
い
。

東
京
文
化
は
総
合
的
・
集
中
的
文
化
で
あ
る
。
つ
ま
り

関
東
地
方
の
現
代
的
文
化
は
東
京
に
集
中
し
て
い
る
。
横

浜
文
化
圏
と
い
う
の
も
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
千
葉
文

化
圏
、
埼
玉
文
化
圏
と
い
う
の
を
聞
い
た
こ
と
が
な
い
よ

う
に
、
東
京
に
集
中
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
東
京

文
化
は
あ
ら
ゆ
る
文
化
を
総
合
的
に
担
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
較
べ
て
関
西
文
化
は
分
業
的
文

化
で
あ
る
。
伝
統
文
化
の
京
都
、
実
質
的
生
活
文
化
の
大

阪
、
現
代
的
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ナ
ブ
ル
文
化
の
神
戸
と
ひ
と
ま

ず
区
分
で
き
よ
う
。
関
西
文
化
は
こ
の
よ
う
に
各
都
市
分

業
が
成
立
し
て
い
る
か
ら
論
そ
の
分
業
に
し
た
が
っ
て
各

都
市
は
、
そ
れ
ぞ
れ
専
門
的
に
文
化
的
セ
ン
ス
を
磨
く
こ

と
が
で
き
る
。
そ
の
た
め
、
文
化
の
総
得
点
数
で
は
東
京

の
ほ
う
が
上
だ
け
れ
ど
、
セ
ン
ス
の
良
さ
を
基
準
に
人
口

一
人
当
り
の
〃
文
化
得
点
″
を
比
較
す
る
と
神
戸
に
軍
配

を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
東
京
は
「
ハ
レ
」
の
文
化
つ
ま
り
非
日
常
的
文

化
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
昼
間
の
東
京
人
口
の
う
ち
の
か
な

り
の
部
分
が
千
葉
都
民
、
埼
玉
都
民
そ
し
て
神
奈
川
都
民

の
あ
い
だ
に
居
住
空
間
の
に
お
い
を
消
し

<11〉

鈴
木
正
幸

・
神
・
〃
大
挙
教
育
学
部
教
授
〉

鈴
木
正
幸

く
る
と
、
神
戸
は
、
現
代
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ナ

門
的
に
担
い
、
日
常
性
の
ま
ま
の
神
戸
市

化
受
益
者
。
担
い
手
と
す
る
（
東
京
で
は

〃
埼
玉
都
民
″
に
も
配
慮
し
な
け
れ
ば
な

心
に
三
本
の
鉄
道
に
よ
っ
て
東
西
を
連
続

つ
の
文
化
圏
（
連
続
的
広
域
的
盛
り
場
）

る
ロ

卓

ｌ
ｌ５２
ｉ

■

池
袋
は
東
（
東
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楽
論
の
先
駆
者
権
田
保
之
助
は
、
一
九
二
○
年
代
に
「
神

戸
盛
り
場
論
」
を
あ
ら
わ
し
て
、
当
時
の
東
京
の
娯
楽
の

中
心
地
浅
草
と
新
開
地
を
比
較
し
て
両
者
を
共
に
「
伝
統

へ
の
反
逆
」
と
「
自
己
の
生
活
の
便
宜
と
言
う
こ
と
を
尺

度
と
し
て
其
処
に
新
し
い
鋳
型
を
作
」
る
、
新
興
サ
ラ
リ

ー
マ
ン
。
勤
労
者
の
文
化
の
街
と
し
て
高
い
評
価
を
与
え

て
い
た
。
権
田
は
、
〃
映
画
を
見
に
浅
草
へ
行
く
の
で
は

な
く
、
浅
草
の
映
画
を
見
に
行
く
″
街
、
「
目
的
も
な
く
、

衝
動
も
な
く
」
た
だ
歩
き
楽
し
む
街
と
し
て
浅
草
を
位
置

づ
け
た
。
新
開
地
も
同
じ
よ
う
に
位
置
づ
け
た
の
で
あ
ろ

う
。
さ
て
、
今
日
の
浅
草
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
極
論
す
れ

ば
、
ノ
ス
タ
ル
ジ
ア
で
も
っ
て
い
る
よ
う
な
街
で
あ
る
。

六
本
木
は
か
っ
て
の
浅
草
文
化
を
考
慮
す
る
こ
と
な
く
発

展
し
て
き
た
。
暴
言
を
あ
え
て
す
れ
ば
、
六
本
木
は
浅
草

の
犠
牲
の
う
え
に
成
立
し
た
。
し
か
し
よ
く
考
え
て
み
る

と
六
本
木
の
新
し
さ
だ
っ
て
浅
草
モ
ダ
ー
ー
ズ
ム
の
精
神
が

か
つ
て
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
存
在
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
同
じ
こ
と
は
三
宮
と
新
開
地
の
関
係
に
つ
い
て

も
言
え
な
い
だ
ろ
う
か
。
か
つ
て
の
新
開
地
の
民
衆
的
モ

ダ
ニ
ズ
ム
の
土
壌
の
上
に
神
戸
文
化
は
花
ひ
ら
い
た
の
で

は
な
か
っ
た
か
。
六
本
木
だ
っ
て
い
つ
ま
で
も
若
者
文
化

の
中
心
で
い
ら
れ
る
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
。
時
が
た

て
ば
ノ
ス
タ
ル
ジ
ア
の
街
と
化
す
か
も
し
れ
な
い
。
三
宮

も
そ
の
可
能
性
を
全
く
否
定
す
る
こ
と
は
で
き
ま
い
。
六

本
木
は
浅
草
と
空
間
的
に
分
離
し
て
い
る
か
ら
、
浅
草
の

〃
痛
み
〃
は
仲
々
わ
か
ら
な
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
三
宮
は

新
開
地
と
〃
地
つ
づ
き
〃
な
の
だ
か
ら
わ
か
る
は
ず
だ
。

新
開
地
の
〃
自
己
革
新
″
も
必
要
だ
が
、
三
宮
も
ひ
き
つ

づ
き
発
展
し
て
い
く
た
め
に
は
周
辺
へ
の
気
配
り
が
必
要

で
あ
ろ
う
。
温
古
知
新
に
よ
る
神
戸
全
体
と
し
て
の
モ
ダ

ニ
ズ
ム
の
一
層
の
発
展
を
期
待
し
た
い
。

ら
な
い
）
、
ひ
と
つ
の
文
化
圏
（
盛
り
場
）
と
し
て
存
在

し
う
る
条
件
を
持
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
こ
れ
は
個
性

あ
る
文
化
。
街
を
形
成
す
る
た
め
の
有
利
な
条
件
で
あ
る
。

し
か
し
、
問
題
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
都
市
民
衆
娯

１
１５３
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